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私
は
先
日
来
、
福
島
県
下
に
あ
る
祖
父
の
旧
宅
に
来
て
い
る
。

　
祖
父
の
没
後
久
し
く
祖
母
独
り
家
を
守
っ
て
い
た
が
、
老
年
に
な
っ
た
の

で
こ
れ
も
東
京
に
引
移
り
、
今
は
一
年
の
大
部
分
空
家
に
な
っ
て
い
る
。
夏

の
休
暇
に
母
が
子
達
を
つ
れ
て
来
た
り
、
時
折
斯
う
や
っ
て
私
が
祖
母
の
伴

で
来
た
り
す
る
外
は
。

　
今
度
は
少
し
長
逗
留
な
の
で
、
私
は
こ
れ
迄
一
向
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た

亡
祖
父
の
蔵
書
を
見
る
気
に
な
っ
た
。
良
い
も
の
、
纏
っ
た
も
の
は
皆
東
京

に
う
つ
さ
れ
此
方
に
遺
っ
て
い
る
の
は
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
叢
書
の
端
本
、
一
寸

し
た
単
行
本
等
に
過
な
い
筈
で
あ
る
。

　
ひ
ど
く
こ
の
地
方
名
物
の
風
が
吹
き
荒
ん
で
、
お
ち
お
ち
も
の
も
書
け
な
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い
或
る
日
、
私
は
埃
く
さ
い
三
畳
で
古
本
箱
や
そ
の
囲
り
に
散
っ
て
い
る
本

等
を
整
理
し
た
。
私
が
此
那
好
奇
心
を
起
し
た
の
は
、
強
あ
な
がち
祖
父
に
忠
実
な

よ
き
孫
で
あ
る
証
拠
で
は
な
い
。
昨
年
の
震
火
災
で
夥
し
い
書
籍
が
焼
け
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
直
接
自
分
の
利
害
に
関
係
な
い
こ
と
だ
が
私
に
或
る

淋
し
さ
を
与
え
た
。
母
方
の
祖
父
の
文
庫
も
こ
の
時
完
全
に
失
わ
れ
た
。
其

故
、
こ
の
古
家
の
古
本
に
再
び
日
の
目
を
見
せ
る
気
に
な
っ
た
私
の
心
持
の

底
に
は
、
謂
わ
ば
私
心
を
脱
し
た
書
籍
愛
好
者
魂
と
で
も
云
う
べ
き
も
の
が

働
い
て
い
な
か
っ
た
と
は
云
え
な
い
。

　
慶
応
三
年
新
彫
、
江
戸
開
成
所
教
授
神
田
孝
平
訳
の
経
済
小
学
、
明
治
元

年
版
の
山
陽
詩
註
、
明
治
二
十
二
年
出
版
の
細
川
潤
次
郎
著
考
古
日
本
等
と

云
う
も
の
に
混
っ
て
、
ふ
と
面
白
い
も
の
が
目
に
つ
い
た
。
そ
れ
は
、
東
京
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書
籍
舘
書
目
と
云
う
一
冊
、
飜
刻
智
環
啓
蒙
と
云
う
何
の
こ
と
だ
か
題
で
は

私
な
ど
に
見
当
も
つ
か
な
い
も
の
、
及
、
明
治
十
五
年
前
半
期
の
福
島
警
察

枢
要
書
類
等
で
あ
る
。

　
東
京
書
籍
館
は
、
今
の
上
野
帝
国
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
。
い
つ
何
処
だ

の
か
は
覚
え
な
い
が
、
こ
の
書
籍
館
時
代
の
図
書
館
の
内
部
の
木
版
画
を
観

た
こ
と
が
あ
る
。
羽
織
袴
、
多
分
ま
だ
両
刀
を
挾
し
た
男
達
が
、
驚
く
べ
く

顴
骨
の
高
い
眦
の
怒
っ
た
顔
で
小
さ
く
右
往
左
往
し
て
い
る
処
に
一
つ
衝
立

が
あ
り
、
木
の
卓
子
に
向
っ
て
読
書
し
て
い
る
者
、
板
敷
の
床
を
二
階
に
昇

ろ
う
と
す
る
者
の
後
姿
な
ど
が
雑
然
と
一
目
で
見
え
る
絵
だ
。

　
古
い
草
紙
に
つ
き
も
の
の
乾
い
た
雲
母
の
に
お
い
を
其
時
な
つ
か
し
く
か

い
だ
。
そ
う
云
う
記
憶
が
あ
る
為
、
偶
然
見
出
し
た
書
籍
館
書
目
は
、
ひ
ど
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く
私
に
興
あ
る
も
の
に
思
え
た
の
だ
。

　
そ
れ
は
、
和
漢
書
の
部
で
明
治
九
年
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
六

版
、
三
百
十
二
頁
に
、
十
行
な
ら
び
の
大
き
な
活
字
で
書
名
、
著
者
、
年
号
、

冊
数
が
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
明
治
八
年
い
よ
い
よ
書
籍
館
が
独
立
し
て
旧
大
学
内
大
成
殿
に

仮
館
を
定
め
、
九
年
、
毎
日
「
午
前
第
九
時
ヨ
リ
午
後
第
十
時
ニ
至
ル
マ
デ

内
外
人
ノ
覧
閲
ヲ
許
シ
覧
閲
料
ヲ
収
メ
ス
」
と
云
う
規
則
が
出
来
て
か
ら
編

輯
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
「
明
治
以
前
ノ
著
訳
出
版
ニ
係
ル
ノ
書
名
及

ビ
海
外
新
旧
出
版
ノ
書
名
ヲ
輯
ス
」
と
あ
る
。

　
震
災
後
の
帝
国
図
書
館
は
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
前
で
も
、
上
野
の
図
書

館
は
決
し
て
愉
快
な
と
こ
ろ
で
も
な
け
れ
ば
、
図
書
館
と
し
て
充
分
利
用
出
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来
る
便
利
な
処
で
も
な
か
っ
た
。

　
索
引
や
蔵
書
の
或
る
部
門
の
不
備
さ
等
は
云
わ
な
い
で
も
、
私
に
は
、
あ

の
雰
囲
気
　
　
役
所
く
さ
い
、
う
る
お
い
の
な
い
調
子
だ
け
で
親
し
み
難
か

っ
た
。
簡
便
に
行
わ
る
べ
き
書
籍
の
出
納
場
が
、
あ
ん
な
に
高
い
、
絵
に
あ

る
閻
魔
の
大
机
の
よ
う
な
の
な
ど
は
寧
ろ
愉
快
な
滑
稽
だ
。
閲
覧
室
内
を
監

督
す
る
よ
う
に
と
云
う
意
味
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
。

　
こ
の
書
籍
館
書
目
に
つ
い
て
、
私
の
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
編
輯
ぶ

り
　
　
書
籍
整
理
の
方
法
が
、
ち
っ
と
も
近
代
の
常
識
で
あ
る
図
書
館
学
に

煩
わ
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ち
ょ
ん
髷
を
剪
っ
た
ば
か
り
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ン
は
、
い
ろ
は
順
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
も
、
書
類
の
正
確
な
系
統
さ
え
念
頭
に

置
か
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
、
或
は
彼
等
は
、
神
国
日
本
の
男
子
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に
と
っ
て
最
も
無
邪
気
で
自
然
で
あ
っ
た
思
索
形
式
そ
の
ま
ま
を
、
民
族
精

神
の
よ
き
標
本
の
よ
う
に
、
書
目
録
の
上
に
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
等
は
、
第
一
門
に
敬
神
、
釈
教
を
区
分
し
た
。
第
二
門
に
政
書
、
職
官
、

礼
度
、
奏
議
、
教
育
。
第
三
門
に
天
文
、
数
学
、
博
物
学
、
医
学
、
兵
学
、

農
学
。
そ
し
て
、
第
四
門
に
文
学
美
術
、
音
楽
。
第
五
門
、
編
年
、
家
記
、

伝
記
、
考
証
、
地
理
。
第
六
門
に
叢
書
、
類
書
等
を
総
括
し
て
い
る
。
漢
書

之
部
も
、
第
一
門
が
四
書
、
五
経
や
孝
経
、
儒
家
、
諸
子
、
西
教
等
を
包
括

し
て
い
る
。

　
今
日
の
図
書
館
員
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
此
那
大
ざ
っ
ぱ
な
、
ま
と
ま
り
の

な
い
目
録
は
稚
拙
の
極
で
、
小
規
模
の
箇
人
蒐
集
を
ま
と
め
る
役
に
も
立
た

な
い
よ
う
に
思
え
る
に
違
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
私
に
こ
の
部
門
の
配
列
の
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順
序
そ
の
他
は
、
何
と
な
く
分
業
以
前
の
人
間
の
暖
さ
、
正
直
さ
、
真
実
さ

の
ほ
と
ぼ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
は
っ
き
り
、
彼
等
が
生
き
て
行
く
上
に
何
を

第
一
義
に
感
じ
て
い
た
か
と
云
う
こ
と
が
見
え
る
。
幼
稚
で
あ
り
、
未
開
で

あ
る
に
し
ろ
、
生
活
に
こ
れ
が
第
一
、
と
い
う
の
を
把
持
し
て
い
た
、
い
よ

う
と
し
た
跡
が
見
え
る
。

　
今
日
、
私
共
の
上
野
図
書
館
は
、
遙
に
進
ん
だ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。
が
、
ア
の
部
を
牽
く
と
、
ア
イ
藍
が
真
先
に
出
る
！

　
そ
し
て
誰
も
こ
れ
に
驚
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
翻
刻
智
環
啓
蒙
の
面
白
さ
は
、
そ
の
よ
う
に
機
械
化
し
た
文
字
が
、
ま
だ

貴
重
な
一
つ
の
解
読
と
云
う
技
能
を
要
し
た
時
代
を
反
映
し
て
い
て
、
微
笑
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
三
年
頃
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
香
港
の
宣
教
師
で
も

作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
〝A

 circle of know
ledge, in 200 lessons

〞
と
云

う
の
を
、
漢
文
訳
つ
き
で
編
輯
し
た
も
の
だ
。
題
目
を
見
る
と
、
一
層
面
白

い
。

　
上
半
頁
に Lesson 1. O

bject, 

と
！
　
石
・
本
・
樹
木
其
他
は
〝are all o

bjects. A
ll things that w

e can see are objects. The chair, the hat, the boo

k etc., w
ere m

ade by m
an. The store, the tree etc., w

ere not m
ade by m

a

n, but w
ere created by G

od, and are called created things. The things w
h

ich are m
ade by m

an are not created things.

〞

と
あ
り
、
下
半
頁
に
、

　
第
一
篇
。
小
引
。
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第
一
課
、
眼
所
能
見
之
物
論

と
、
実
に
面
倒
な
漢
文
で
訳
が
つ
い
て
い
る
。

　
第
二
は
、
可
な
り
朦
朧
と
し
た C

reature 

と B
eings 

の
説
明
で
、
第
三

か
ら
人
体
、
衣
食
住
に
関
す
る
常
識
以
下
、
博
物
、
地
文
、
産
業
、
経
済
、

物
理
、
生
理
に
ま
で
き
っ
ち
り
七
行
ず
つ
、
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
は

上
帝
へ
の
礼
拝
で
終
っ
て
い
る
。

　
ほ
ん
の
七
行
、
今
の
小
学
生
の
よ
む
英
語
読
本
の
「
蝶
々
は
と
び
ま
す
」

風
の
文
句
に
、
仰
々
し
く
一
々
何
々
論
何
々
論
、
と
四
角
い
字
を
並
べ
、
肩

を
張
っ
て
読
ん
だ
人
々
の
心
持
を
考
え
る
と
、
漫
そ
ぞ
ろに
洋
学
が
公
然
日
本
に
入

り
か
け
た
時
代
の
、
白
熱
し
た
一
般
の
読
書
慾
、
知
識
慾
を
思
い
や
ら
れ
る
。

　
彼
等
は
、
書
い
て
あ
る
こ
と
が
下
ら
な
か
ろ
う
が
、
支
那
人
向
き
で
あ
ろ
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う
が
一
向
頓
着
せ
ず
、
横
文
字
の
読
め
る
と
云
う
嬉
し
さ
珍
し
さ
に
我
を
忘

れ
て
、
こ
の
小
冊
子
も
読
み
耽
っ
た
だ
ろ
う
。
丁
度
、
私
共
が
十
二
三
の
頃
、

面
白
く
も
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
も
わ
か
ら
な
い
西
鶴
や
方
丈
記
を
、
其

等
が
「
大
人
の
本
」
で
あ
る
と
云
う
丈
の
理
由
で
、
さ
も
博
大
な
知
識
を
獲

得
し
つ
つ
あ
る
よ
う
な
満
足
と
動
悸
と
を
以
て
読
み
、
筆
写
さ
え
し
た
通
り

に
。

　
こ
の
本
の
印
刷
さ
れ
た
年
代
で
見
る
と
、
祖
父
は
三
十
前
後
の
壮
年
で
、

末
弟
が
十
七
八
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
恐
ら
く
末
弟
　
　
私
か
ら
は
伯
父
に
当

る
少
年
が
、
当
時
住
ん
で
い
た
米
沢
で
、
こ
の
本
を
読
み
で
も
し
た
か
と
思

わ
れ
る
。
彼
は
、
木
綿
の
「 

裾  

細 

す
そ
ぼ
そ

」
（
も
ん
ぺ
い
の
よ
う
で
袴
腰
の
つ
い

て
い
る
も
の
）
を
は
い
て
、
膝
位
ま
で
あ
る
雪
を
踰こ
え
、
友
達
の
処
へ
で
も
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ゆ
き
、

「
此
は
好
い
本
だ
し
か
。
何
ん
で
も
書
い
て
無
え
ち
ゅ
も
の
は
無
い
し
か
」

と
、
評
判
し
た
か
も
知
れ
な
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
福
島
警
察
の
古
書
類
は
、
当
時
の
所
謂
人
民
と
官
憲
と
の
感
情
衝
突
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
そ
の
頃
県
令
で
あ
っ
た
三
島
通
庸
に
対
す
る
世
評
の
一
端

も
う
か
が
わ
れ
る
。
熱
情
的
な
農
民
等
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
目
醒
さ
れ

た
自
由
平
等
の
理
想
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
延
び
よ
う
延
び
よ
う
と
す
る
鋭
気
を
、

事
々
に
「
お
上
」
の
法
に
よ
っ
て
制
せ
ら
れ
、
幻
滅
を
感
じ
る
が
如
何
ど

う
に

か
し
て
新
生
活
を
開
拓
し
よ
う
と
努
め
た
跡
が
、
あ
り
あ
り
と
見
え
る
。
こ

の
む
き
な
人
々
が
、
僅
か
三
四
十
年
の
間
に
、
何
と
云
う
悧
巧
に
、
円
滑
に
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な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
等
が
余
り
速
に
、
賢
く
打
算
に
ぬ
け
め
な
く
立
ち

廻
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
私
に
浅
く
な
い
、
や
や
暗
い
感
銘
を
与
え
る
。

明
治
維
新
は
斯
う
し
て
考
え
て
見
る
と
、
女
学
校
で
習
っ
た
の
と
は
大
分
内

容
を
違
え
て
私
の
前
に
現
れ
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
二
四
年
七
月
〕
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